
吉
村
　
本
校
は
、未
来
の
社
会

を
創
る
人
材
の
育
成
を
教
育
目

標
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
実
現

の
た
め
に
は
、生
徒
が
高
校
時
代
か
ら
社
会

と
か
か
わ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、２
０
２
１

年
度
に
探
究
学
習
を
見
直
し
ま
し
た
。
企
業

等
か
ら
社
会
問
題
に
関
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

課
し
て
も
ら
い
、
生
徒
が
問
題
の
解
決
策
を

考
え
て
提
案
す
る
活
動
と
し
ま
し
た
。

　
21
年
度
は
、
企
業
等
に
数
回
来
校
し
て
い

た
だ
き
、
生
徒
の
提
案
は
実
現
可
能
か
、
別

の
見
方
・
考
え
方
は
な
い
か
な
ど
、
専
門
家

の
立
場
で
生
徒
に
助
言
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
社
会
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
人
の
声

は
、生
徒
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
、
生
徒
は

次
第
に
社
会
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
、そ
れ
に
よ
り
視
野
が
格
段
に
広
が
り

ま
し
た
。「
自
分
の
ア
イ
デ
ア
が
社
会
貢
献
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
っ
た
思
い

が
生
徒
に
芽
生
え
、
探
究
学
習
に
主
体
的
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
22
年
度
に
指
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
も
企
業
連

携
を
探
究
学
習
の
軸
に
据
え
ま
し
た
。
既
に

連
携
し
て
い
た
企
業
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
オ
オ
ス
ミ
に
、１
年
次
の「
緑
の
探
究
Ⅰ
」

を
支
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つながり、伴走する教師たち

〈横浜緑ケ丘高校の探究学習〉　2022年度、スーパー
サイエンスハイスクール（以下、SSH）の指定を受け、
科学的探究力を備えた人材の育成を目指し、学校設
定科目「緑の探究Ⅰ〜Ⅲ」を軸に探究学習を実施して
いる。1年次の「緑の探究Ⅰ」では、学校が海に近い
ことから、「水」を共通テーマとし、企業等の外部機
関から課されたミッションを基に各チームで課題を設
定。企業等から対面やオンラインで助言を受けながら、
仮説を立て、それを検証する調査・実験を行い、分析
結果をまとめ、発表する。２・３年次は、生徒各自の
関心に基づいて課題を設定し、個人探究に取り組む。

自然環境の問題に取り組む企業の
生の声が、生徒が考えを深めるきっかけに

神奈川県立横浜緑ケ丘高校

テーマ 探究× 企業

企
業
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
提
示
。

生
徒
が
社
会
と
か
か
わ
る
活
動
に

つ
な
が
り
の
目
的

生徒の目が社会に向くよう、企業と連携
神奈川県立横浜緑ケ丘高校

専門家として実験等を助言
株式会社オオスミ×

鈴
すず

木
き

圭
けい

汰
た

法令等に基づき土壌や大気などの
調査・測定・分析を行う同社（本社：
横浜市）で、「水」を扱う。2022
年度から「緑の探究Ⅰ」に参画。

業務では、工場排水や公共用水などを採取
し、水に含まれる成分の測定・分析等を担
当。大学時代は化学分析を学んだ。

保
やす

田
だ

直
なお

樹
き

同校に赴任して７年
目。研究グループ。

吉
よしむら

村憲
けん

二
じ

同校に赴任して９年
目。総括教諭。研究
グループ。

田
た

口
ぐち

由
ゆ き

紀
同校に赴任して５年
目。総括教諭。運営
グループ（進路）。
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鈴
木
　
当
社
は
、
環
境
調
査
・

測
定
・
分
析
の
専
門
企
業
で
、

自
然
環
境
の
保
全
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
私
は
工
業
排
水
や
河

川
な
ど
の
水
の
測
定
・
分
析
を
担
当
し
て
お

り
、
高
校
生
と
年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

同
校
の
探
究
学
習
の
支
援
に
立
候
補
し
ま
し

た
。
横
浜
市
の
未
来
を
担
う
高
校
生
と
、
同

じ
目
線
の
下
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
期

待
を
持
ち
な
が
ら
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

　
22
年
度
の
活
動
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
上
司

た
ち
と
検
討
し
た
結
果
、「
横
浜
市
を
日
本
で

一
番
水
が
き
れ
い
な
街
に
す
る
に
は
」と
し

ま
し
た
。横
浜
市
と
す
れ
ば
、生
徒
が
環
境
問

題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、

「
日
本
で
一
番
」と
す
れ
ば
、
他
地
域
と
比
較

し
て
横
浜
市
の
水
問
題
を
見
い
だ
せ
る
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
実
際
、
生
徒
は
自
身
が
住

む
横
浜
市
内
の
複
数
の
川
で
水
質
調
査
を
し

た
り
、
洗
剤
の
環
境
へ
の
影
響
を
分
析
し
た

り
と
、
自
分
に
引
き
寄
せ
て
水
問
題
に
つ
い

て
探
究
す
る
姿
に
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

　
活
動
の
中
で
、
設
備
や
時
間
の
問
題
か
ら

実
験
が
難
し
い
仮
説
を
立
て
る
チ
ー
ム
も
あ

田
口
　
同
じ
企
業
の
人
と
１
年

間
継
続
し
て
か
か
わ
る
こ
と

で
、
生
徒
は
企
業
が
ど
の
よ
う

な
仕
事
や
研
究
を
し
、
社
会
貢
献
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
企
業

に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
生
徒
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
、
生
徒
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
観
を
深
め
ら

れ
る
活
動
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
田
　
24
年
度
は
「
緑
の
探
究

Ⅰ
」
を
見
直
し
、
水
に
関
す
る

関
心
や
問
題
意
識
が
似
て
い
る

生
徒
同
士
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
課
題
を
設
定

し
、
企
業
に
は
支
援
で
き
そ
う
な
チ
ー
ム
を

選
ん
で
も
ら
う
形
に
し
ま
し
た
。
以
前
の
方

法
で
は
、
ど
の
チ
ー
ム
も
同
じ
よ
う
な
課
題

を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

た
め
で
す
。
企
業
に
は
事
前
に
趣
旨
を
説
明

し
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
企
業
の
来
校
日
は
、担
当
チ
ー
ム
と
の
顔

合
わ
せ
と
発
表
会
の
２
日
間
に
し
ま
し
た
。

顔
合
わ
せ
の
時
に
、企
業
の
方
に
業
務
内
容

や
そ
の
仕
事
に
就
い
た
理
由
な
ど
を
話
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、生
徒
と
企
業
の
距
離
が

縮
ま
れ
ば
、そ
の
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
話
し

や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
企
業
等
が
負
担
な
く
生
徒
と
交
流
し
、
学

校
も
探
究
学
習
を
充
実
さ
せ
る
方
法
を
、本
活

動
に
か
か
わ
る
全
員
で
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

り
ま
し
た
。
そ
の
場
合
は
、
仮
説
の
根
底
に

あ
る
思
い
を
聞
き
出
し
、
そ
れ
を
実
現
で
き

る
別
の
実
験
を
提
案
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
22
年
度
は
同
校
に
５
回
伺
い
ま
し
た
が
、

会
う
度
に
生
徒
か
ら
新
た
な
ア
イ
デ
ア
が
出

た
り
、
私
の
前
回
の
話
を
基
に
活
動
し
て
い

た
り
と
、
生
徒
の
変
容
を
目
の
あ
た
り
に
し

て
、
私
は
同
校
の
探
究
学
習
の
フ
ァ
ン
に
な

り
ま
し
た
。
高
校
生
だ
か
ら
こ
そ
持
っ
て
い

る
問
題
意
識
を
引
き
出
し
、
私
が
現
場
で

使
っ
て
い
る
知
識
や
技
術
を
生
徒
に
伝
え
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
書
籍
で
調
べ
て
も
出
て

こ
な
い
よ
う
な
探
究
学
習
に
な
る
よ
う
、
今

後
も
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

つ な が り

現
場
で
使
っ
て
い
る
知
識・技
術
を

基
に
、
実
験
方
法
な
ど
を
助
言

探
究
学
習
に
こ
う
か
か
わ
っ
た

企
業
と
の
連
携
の
継
続
と

探
究
学
習
の
充
実
の
両
立
を
図
る

今
後
の
探
究
学
習
を
展
望
す
る

設
立
　
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
東
京
学

芸
大
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、
東
京
農
工
大
、
一
橋
大
、

横
浜
国
立
大
、
京
都
大
、
東
京
都
立
大
、
横
浜
市
立
大
な

ど
に
62
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
１
０
５
０
人
が
合
格
。

学
校
概
要

学校と企業の率直な対話が
探究学習をよりよくする

鈴木さんも学校との連携は初めてで、１年目は試行
錯誤の連続だった。２年目は１年目の経験を踏まえ
て、支援の見通しを立てていたが、活動の順序や訪
問の時期などが１年目とは異なることに、活動が始
まってから気づいた。「生徒にアドバイスをする機会
を逃してしまいました。校内の状況は外部の人間に
は分からないので、計画や進捗は適宜共有してほし
いと学校へお願いしました」と鈴木さん。保田先生は、
不備を率直に指摘してもらえてよかったと言う。「企
業への負担を考えて、私たち教師は遠慮しがちでし
たが、かえってそれは企業にとって負担をかけるこ
とになってしまいました。学校と企業の率直な対話
は生徒の活動の充実にもつながると考え、その後は
情報共有を適切に行うようにしています」（保田先生）

写真　企業等からの専
門的な助言があること
で、実験や調査はより
充実する。その点でも、
企業等と進捗を共有す
ることが大切だと、保
田先生は語る。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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